
 

2019年度 一般会計予算案1,490億円、過去最大規模 
鈴木市政 集大成の予算編成 
 2019 年度藤沢市予算案は一般会計 1,490 億円、８つの特別会計 1,201 億円で合計 2,691
億円と過去最大規模となった。来年度は鈴木市長の任期最終年にあたり、この積極型予算案は

市政 2期 8年の集大成といえる。市の説明では新年度予算の特徴は以下の通りである。 

『総合指針2020』と『行財政改革2020』  
 鈴木市長は、『総合指針 2020』という総合的な計画を策定して市の方向性を示し、計画的
に市政運営をおこなってきた。この『総合指針 2020』は、いわば市政運営の「目標」である。

それに対して『行財政改革 2020』というものがある。こちらは「現実」。なかでも、財政が

厳しい現実を突きつけている。 

 高齢化が加速し保健・医療・福祉をはじめ行政需要は増大する。また、高度経済成長期か
らつくられた公共施設を今の規模で更新すると、40年間で4,274億円、毎年約106億円ずつ

必要になり、下水道は2014～23年の10年間で維持管理費が約1,300億円、建設改良費は約

880億円にのぼる。 

子育て支援と教育環境の充実(346億円、対前年度＋34億円) 
待機児童対策の推進、小児医療費助成対象の拡大、放課後児童クラブ整備、小学校の空調設備設置、 

中学校給食の全校実施、教育 ICT 化、給付型奨学金制度の対象拡大など 

地域共生社会の実現（226億円、対前年度＋15億円） 
CSWの増員配置、 地域の縁側、(仮)地域福祉推進プラザの設置、障がい者の日中一時支援事業の拡充、

ふじさわあんしんセンター（成年後見関係）、生活困窮者への一時生活支援事業の開始など 

都市基盤整備の推進（140億円、対前年度＋34億円） 
藤沢駅北口ペデストリアンデッキ及び北口交通広場の再整備・駅南北自由通路拡幅に係る基本設計、 

市役所分庁舎の整備、善行市民センター整備など 

オリンピック・パラリンピック関連事業の推進（８億円、対前年度＋5億円） 
セーリング競技・パラスポーツ普及啓発、気運醸成とボランティアに関する取組、 

片瀬江の島周辺の施設整備（公衆トイレ・観光案内サイン整備・境川にかかる弁天橋等）など 
（記者発表資料より抜粋） 
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 一方で、働き手は減っていき税収が増える見込みはない。今、市が計画している事業を全て

実行する場合、何も手を打たないと今後５年間で約584億円の財源が不足すると試算されて

いる。その上、東海道線新駅など新規事業をおこなう財源をどう捻出するのか。 

 その回答が『行財政改革2020』だ。Ⅰ.行政改革、Ⅱ.財政改革、Ⅲ.職員の意識改革、 

Ⅳ.市民サービスの質的改革、の四本柱で構成されており、業務手順の抜本的な見直し、職員

の定員管理や民間の活用、予算編成手法の見直しや遊休資産の売却等により「経験したことの

ない社会構造の大きな転換に対応」するとしている。 

 
ハンドル、アクセルとブレーキ 
 『総合指針2020』というゴールをめざし、市長がハンドルを握り、職員はエンジンになる、

と喩えるならば、『行財政改革2020』は、道路状況に応じてエンジンの調子や燃料＝財源の

供給を考えながらアクセルを踏んだりブレーキをかけたりするものだ。2019年度予算も事業

の先送りや見直し、基金の積み立て→取り崩し、等の末に編成したもので、市政は難路が続く。 

 10～20年先を見通したとき、『行財政改革2020』の方向性は納得できるものであるが、

今後、事業の廃止・見直しや職員定数の抑制、民営化などにより、市民と市役所との間はもと

より市役所内部の軋轢は避けられないだろう。行財政改革の進行について今後も注視していく。 

 

鈴木市政の仕上げの一年  
 鈴木市長は、藤沢型地域包括ケアシステムなど福祉の推進に注力し、とりわけ保育園や児童

クラブの定員増、中学校給食の実施、給付型奨学金制度の創出など子育て支援において功績が

大きいと評価できる。また、都市基盤整備においては、藤沢駅の再整備に着手し、市民会館も

建て替えの方針が決まった。厳しい財政状況の中で重要施設の整備に果断に取り組むことは評

価できるが、社会の変化は目まぐるしく、さらなる先見性・先駆性が欲しいとも感じる。 

 そして、この数年の間に藤沢市では職員の不祥事が続発し、市長のマネジメント能力および

リーダーシップが問われている。市の立て直しのために、内部統制の体制を再構築したことは

多とするが、効果はこれからだ。2019 年は鈴木市政の仕上げの年。公約実現とともに、市役

所の信頼回復に全力をあげて欲しい（柳田秀憲）。 
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